
　

携
帯
電
話
に
「
身
に
覚
え
の
な
い
サ
イ
ト
の

利
用
料
金
の
未
納
を
警
告
す
る
」
メ
ー
ル
が

届
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

数
年
前
か
ら
あ
る
架
空
請
求
で
す
が
、
最
近

は
お
金
の
や
り
取
り
の
方
法
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
以
前
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
ー
ル
で
「
サ
イ
ト

利
用
料
金
の
お
支
払
い
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
〇
〇
銀
行

○
○
支
店
○
○
口
座
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う

も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
振
り
込
め

詐
欺
救
済
法※

」
の
施
行
に
よ
り
口
座
番
号
を
記
載
し
て

あ
る
メ
ー
ル
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
増
加
し
て
い
る
の
が
「
サ
イ
ト
利
用
料
金
の
お
支

払
い
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
〇
〇-

〇
〇
〇
〇-

○
○
○
○
に

お
電
話
く
だ
さ
い
」
と
い
う
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
（
メ
ッ
セ
ー

ジ
）
が
届
く
手
口
で
す
。
突
然
の
メ
ー
ル
に
驚
い
て
そ
の

番
号
に
電
話
を
す
る
と
「
有
料
サ
イ
ト
利
用
の
証
拠
が

あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

に
入
金
し
、
カ
ー
ド
の
番
号
を
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と

要
求
さ
れ
ま
す
。
利
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
話
す
と
、

コ
ン
ビ
ニ
に
つ
い
た
ら
ま
た
電
話
を
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、

携
帯
電
話
で
指
示
を
さ
れ
な
が
ら
気
づ
い
た
時
に
は
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で
数
万
円
の
支
払
い
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
り
込
み
や
カ
ー
ド
払
い
の
場
合
、
金
融
機
関
や
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
は
様
々
な
消
費
者
を
保
護

す
る
制
度
が
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
も
解
決
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
払
い
の
場
合
は
支
払
っ
た
お
金
が
戻
っ
て
来
る

こ
と
は
と
て
も
難
し
い
の
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
メ
ー
ル
で
の
料
金
請
求
の
際

「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
払
い
」

を
要
求
さ
れ
た
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
支
払
い
方
法
の
ト
ラ
ブ
ル
は
口
座
振
り
込
み
な
ど
を

知
ら
な
い
こ
と
か
ら
今
ま
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
ら
な
か
っ
た

小
・
中
学
生
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
ど
ん
な
場
合
で
も
、

お
金
を
請
求
す
る
よ
う
な
電
話
や
メ
ー
ル
が
来
た
時
は
、

支
払
わ
ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
困
っ
て
い
る
小
・
中
学
生
を

見
か
け
た
場
合
は
、
保
護
者
と
一
緒
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
す
る
よ
う
に
、
お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復

　

分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法
律

◆
問
合
先

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー(

入
舟
庁
舎
／
☎
（23）
８
８
９
９)

携
帯
電
話
へ
の
架
空
請
求
と
、
プ
リ
ペ
イ
ド

型
電
子
マ
ネ
ー

50

〜
お
子
さ
ん
に
３
つ

　

の
タ
イ
を
〜

　

人
は
、生
き
て
い
く
上
で「
３
つ
の

タ
イ
」を
無
意
識
の
う
ち
に
、欲
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ほ
め

ら
れ
タ
イ
」「
認
め
ら
れ
タ
イ
」「
役

に
立
ち
タ
イ
」の
３
つ
で
す
。

　

子
ど
も
が「
ほ
め
ら
れ
タ
イ
」と

い
う
一
心
で
何
か
を
し
た
時
、「
あ
り

が
と
う…

。」「
よ
く
で
き
た
ね
。」

な
ど
、と
言
い
な
が
ら
頭
を
な
で
て

あ
げ
る
と
と
て
も
う
れ
し
そ
う
な

顔
を
し
ま
す
。笑
顔
で「
ま
た
、お

願
い
」な
ど
の
言
葉
も
添
え
て
ほ
め

る
と
効
果
大
で
す
。

　

ま
た
、子
ど
も
が
何
か
新
し
い
こ

と
を
や
っ
た
時
に
は「
見
て
、見
て
」

と
自
分
か
ら
言
っ
て
き
ま
す
。こ
れ

が「
認
め
ら
れ
タ
イ
」と
い
う
欲
求

で
す
。だ
れ
か
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
、「
生
き
が
い
」や「
喜
び
」を
感
じ

ま
す
。そ
し
て
、ど
ん
な
こ
と
に
も

意
欲
を
も
って
や
ろ
う
と
し
ま
す
。

　

そ
し
て「
人
の
役
に
立
ち
タ
イ
」

で
す
。人
が
が
ん
ば
る
理
由
は
、何
だ

と
思
い
ま
す
か
？
自
分
の
た
め…

。

し
か
し
、自
分
の
た
め
だ
け
だ
と
力

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。自

分
以
外
の
人
の
た
め
に
も
が
ん
ば
ろ

う
と
思
う
と
も
っ
と
大
き
な
力
が

わ
い
て
き
ま
す
。が
ん
ば
っ
て
い
る
様

子
を
見
つ
け
、そ
の
過
程
を
ほ
め
て

や
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

何
か
を
や
っ
て
く
れ
た
時
、や
っ
て

い
る
時
、「
あ
り
が
と
う
」「
あ
な
た

の
お
か
げ
で
楽
し
か
っ
た
」「
あ
な
た

の
お
か
げ
で
助
か
っ
た
」「
あ
な
た
が

い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」な
ど
の
声
か

け
を
し
ま
し
ょ
う
。人
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
う
心
を
さ
ら
に
、広
げ
て

い
き
ま
す
。　

■本 

生
涯
学
習
課  

☎
（21）
２
４
９
０

西方総合支所／
西方市民生活課☎（92)0308

都賀総合支所／
都賀市民生活課☎（29)1124

相談業務の案内
相談は気軽にどうぞ。相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

相　　　談 日　時 場所／問合先

○市民法律相談（事前に要予約)
(弁護士が法的な見解等を助
言)

○総合相談
(行政･人権･家庭児童･青少年)
〇宅地建物相談(事前に要予約)
(土地･建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談)

○合同相談
(行政･人権･心配･困りごと)
※12月13日は移動県民相談あり

○市民相談
(日常生活の問題など)

○消費生活相談

○年金相談

○外国人相談

○就労支援相談(事前に要予約)
(40歳未満の就労相談)

○障がい児者相談

○人権相談

○いじめ相談電話
土･日･祝日･時間外は留守番電
話･FAX

○青少年相談
(非行問題･不登校など)

○家庭児童相談(0～17歳の
子どもとその家族)
○ドメスティック・バイオレ
ンス相談
(配偶者等からの暴力)

12月8日(木)
　　10：00～12：00
12月9日(金)
　　10：00～12：00
12月14日(水)
　　10：00～12：00
12月19日(月)
　　10：00～12：00
12月22日(木)
　　10：00～12：00
1月11日(水)
　　10：00～12：00

12月9日(金)22日(木)
　　10：00～12：00

12月9日(金)
　　10：00～12：00

12月13日(火)
　　9：30～11：30

12月27日(火)
　　9：30～11：30
12月19日(月)
　　13：00～15：00
12月8日(木)
　　13：30～15：30
月～金曜日
　　９：00～17：00
月～金曜日
　　９：00～16：00
12月13日(火)
　　10：00～12：00
12月17日(土)
　　20：00～22：00

月～金曜日
　　８：30～17：15

月～金曜日
　　９：00～17：00

月～金曜日
　　９：00～17：00

月～金曜日
　　９：00～16：00

月～金曜日
　　９：00～16：00

月～金曜日
　　８：30～17：15

第1･3月曜日(祝日を除く)
　　13：00～21：00
第1･3土曜日(祝日を除く)
　　17：00～21：00

本庁舎／
市民生活課☎（21)2122

社会福祉協議会都賀支所／
都賀市民生活課☎（29)1124

大平隣保館☎（43)6611
　　0120-46-7830

大平隣保館☎（43)6611
　　0120-46-7830
厚生センター☎（24)2444
人権・男女共同参画課☎（21)2161

大平隣保館☎（43)6611
　　0120-46-7830

本庁舎／
青少年育成センター☎（24)0667
■FAX （21)2690
本庁舎／
青少年育成センター☎（23)6566
■FAX （21)2690
本庁舎／家庭児童相談室(子育て支援
課内)☎（21)2227

栃木勤労青少年ホーム☎（22)3113

本庁舎／
子育て支援課☎（21)2229

本庁舎／
障がい児者相談支援センター(障がい
福祉課内)☎（21)2235､（21)2236､
（21)2208

本庁舎／
市民生活課☎（21)2122

本庁舎／
市民生活課☎（21)2122

本庁舎／
市民生活課☎（21)2122

西方総合支所／
西方市民生活課☎（92)0308
岩舟健康福祉センター 遊楽々館／
岩舟市民生活課☎（55)7763

岩舟健康福祉センター 遊楽々館／
岩舟市民生活課☎（55)7763

本庁舎市民相談室／
市民生活課☎（21)2122
入舟庁舎／
消費生活センター☎（23)8899

大平地域福祉センター ふるさとふれ
あい館／大平市民生活課
☎（43)9211

1月13日(金)
　　10：00～12：00
1月19日(木)
　　10：00～12：00

12月14日(水)
　　10：00～12：00

藤岡公民館／
人権・男女共同参画課☎（21)2161

第2･4月曜日(祝日を除く)
　　13：00～21：00
第1･3土曜日(祝日を除く)
　　13：00～16：00

大平勤労青少年ホーム☎（43)5191

○行政相談 12月22日(木)
　　10：00～12：00

大平隣保館☎（43)6611
　　0120-46-7830

藤岡公民館／
藤岡市民生活課☎（62)0905

藤岡公民館／
藤岡市民生活課☎（62)0905

全国各地の大太鼓コンテストに出場
し、今年北海道で行われた「第11回
大太鼓一本打ち全国大会」の優勝で
合計10回目の優勝タイトルを手に。

上  光さん

岩舟武蔵太鼓　打頭（大太鼓一本打ち　日本一）
かみ ひかる

【コンテストは魅せる競技】
　全国各地で大太鼓のコンテストがありますが、各会場に準備された大太鼓
があるため、バチだけ手にして、｢刀を持った侍｣の気持ちで向かいます。
大太鼓のコンテストは｢魅せる競技｣。ただリズムよく叩けばいいという
訳ではありません。審査基準は大きく分けて｢心・技・体｣という分類が
あり、礼儀・気迫・技術テクニックと曲の構成・姿勢・音・腕の振り・
衣装など、細かい動作１つ１つを審査されるので、コンテストでは、自分
がどう見られているかを常に意識して演奏しています。
【作曲で音楽の幅を広げる】
　私は５歳から太鼓を学びましたが、20歳頃までは、いわゆる昔ながらの
日本の曲で演奏をしていました。その後、新しい創作和太鼓の曲が作り
たくなり、テープレコーダーに自分の声を録音し、作曲を始めました。
　10年前にアフリカの太鼓「ジェンベ」を学んだのをきっかけに、世界の
リズムについてとても興味をもち、音楽の幅が更に広がりました。仕事中
や運転中に音楽が生まれることが多く、すぐにスマホに口伝(くでん)として
録音しています。曲は、あくまでもストーリー性を重視。コンテストで
お客さんが飽きないように、いかに魅了できるかを考えて作曲しています。
【栃木市に太鼓の伝統を残したい】
　仕事から帰ると、自分の練習も含め毎日稽古場を開いており、お弟子
さんも全国から来てくれています。今はインターネットの動画を見て、
海外からもファンが訪れることもあります。
　うちは妻、６年生の娘、２年生の息子、５歳の息子、そして両親や弟夫婦
も叩けるので、まさに太鼓一族ですが、今が一番幸せだなあと感じています。
　栃木市には太鼓製造会社もありますし、太鼓の伝統を受け継ぐ人がたく
さん育ってくれることが私の夢ですね。
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